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文
化
財
講
座
抄
録

関
東
武
士
と
曲
五
島
氏

早
稲
田
実
業
学
校
理
事
　
松
下
正
巳
先
生

（
平
成
七
年
〓
月
三
〇
日
開
催
し
た
文
化
財
講
座
の
内
容
を
文
化
財
係
の
責
任
で
抄
録
し
た
も
の
で
す
。
）

平
安
時
代
、
中
央
で
志
を
得
な
い
貴
族
は
国
司
等

に
な
っ
て
地
方
に
下
向
し
た
が
、
豊
島
氏
の
祖
先
も

そ
の
一
例
で
桓
武
天
皇
の
流
れ
を
く
む
も
の
が
土
着

し
た
の
で
あ
る
。
豊
島
氏
は
桓
武
平
氏
で
あ
り
な
が

ら
源
氏
に
よ
し
み
を
通
じ
な
が
ら
勢
力
を
伸
ば
し
た
。

源
頼
朝
の
代
に
な
り
武
士
が
行
政
の
一
角
を
担
う
よ

う
に
な
る
と
、
豊
島
氏
は
守
護
・
地
頭
を
つ
と
め
、

南
武
蔵
で
勢
力
を
培
っ
て
い
っ
た
。

一
三
世
紀
末
に
す
で
に
石
神
井
郷
に
豊
島
氏
の
一

族
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の
所
領
を
娘
に
相
続
さ
せ
て

い
た
。
石
神
井
郷
に
い
た
豊
島
（
芋
多
）
重
広
の
娘

二
人
を
箱
伊
豆
・
土
用
熊
と
い
い
、
箱
伊
豆
は
宮
城

政
業
に
嫁
い
だ
。
土
用
熊
は
豊
島
宗
家
の
泰
景
に
嫁

ぎ
朝
泰
を
生
ん
だ
が
、
朝
泰
に
は
子
ど
も
が
な
く
、

箱
伊
豆
と
政
業
の
孫
に
あ
た
る
宗
朝
を
養
子
に
迎
え

た
。
宗
朝
は
石
神
井
郷
を
相
続
す
る
と
と
も
に
宗
家

を
受
け
継
い
で
宗
家
の
所
領
を
も
合
わ
せ
持
っ
て

い
っ
た
。

石
神
井
城
を
築
く
理
由
の
一
つ
に
三
宝
寺
池
の
水

が
石
神
井
川
に
合
流
す
る
地
点
で
容
易
に
潅
漑
用
水

が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
流

域
の
水
を
制
す
る
た
め
の
城
は
、
石
神
井
川
沿
い
に

練
馬
城
、
板
橋
城
、
滝
野
川
城
、
平
塚
城
に
い
た
る

ま
で
だ
い
た
い
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ず
つ
設
け
ら
れ
た
。

石
神
井
城
は
、
段
丘
面
を
う
ま
く
利
用
し
た
平
城

で
あ
っ
た
。
中
世
城
は
石
垣
を
使
わ
ず
掘
立
小
屋
を

建
て
る
だ
け
で
跡
が
残
り
に
く
い
が
、
柱
穴
跡
も
若

干
検
出
さ
れ
て
い
て
、
陶
磁
器
や
素
焼
き
の
土
器
、

石
臼
、
砥
石
も
出
て
い
る
。
石
組
を
全
く
使
っ
て
い

な
い
小
規
模
な
空
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
ど
の
く

ら
い
の
人
数
が
生
活
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
豊

島
氏
が
こ
こ
に
勢
力
を
持
ち
、
太
田
道
港
と
合
戦
す

る
こ
ろ
に
は
戦
略
的
な
施
設
を
持
つ
城
を
造
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

豊
島
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
際
に
は
討
幕
の
新

田
義
貞
軍
に
加
わ
り
、
分
倍
河
原
の
合
戦
に
参
加
し

た
。
幕
府
滅
亡
の
二
年
後
、
執
権
北
条
高
時
の
遺
児

時
行
は
復
権
を
ね
ら
っ
て
中
先
代
の
乱
を
お
こ
す
が

放
れ
、
石
神
井
の
豊
島
景
村
の
と
こ
ろ
に
逃
が
れ
た
。

在
宿
中
に
男
子
を
も
う
け
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

こ
の
子
が
輝
時
で
、
景
村
の
養
子
に
な
り
、
石
神
井
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城
を
引
き
継
い
だ
。
道
場
寺
は
、
輝
時
が
創
建
し
た

と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
。

応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
、
鎌
倉
公
方
足
利
持

氏
と
関
東
管
令
上
杉
禅
秀
（
氏
意
）
が
争
い
、
禅
秀

が
自
殺
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
と
き
、

豊
島
範
泰
は
鎌
倉
公
方
方
に
た
ち
瀬
谷
原
（
武
州
入

間
川
）
で
戦
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
関
東
の
動
乱
が
続
き
、
上
杉
氏
は
古
河

公
方
足
利
成
氏
（
持
氏
の
遺
児
）
と
対
決
す
る
姿
勢

を
と
っ
た
。
上
杉
氏
の
中
心
は
上
杉
顕
定
と
上
杉
定

正
で
あ
り
、
顕
定
の
家
辛
が
長
尾
景
信
、
定
正
の
家

宰
が
太
田
道
港
で
あ
っ
た
。
初
め
は
共
通
の
敵
で
あ

る
古
河
公
方
と
対
決
し
た
が
、
景
信
死
後
、
長
尾
家

の
跡
目
相
続
問
題
が
お
こ
り
、
こ
れ
に
不
満
を
持
っ

た
景
信
の
嫡
子
長
尾
且
碁
は
古
河
公
方
に
通
じ
上
杉

氏
と
対
時
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
明
八
年
（
一
四

七
六
）
の
で
き
ご
と
で
、
豊
島
氏
は
景
春
に
加
勢
し

た
。
豊
島
泰
経
の
妻
が
長
尾
景
春
の
姉
妹
だ
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
が
、
豊
島
氏
が
劣
勢
の
景
春
に
加
担

し
た
の
は
、
豊
島
氏
が
上
杉
定
正
の
家
宰
太
田
道
港

に
領
域
を
侵
犯
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
四
月
二
二
日
、
道
港
は

泰
経
の
弟
泰
明
が
寵
も
る
平
塚
城
（
現
北
区
）
を
攻

撃
し
た
。
な
か
な
か
落
ち
な
い
の
で
、
一
旦
引
き
上

げ
る
と
こ
ろ
に
、
泰
明
の
応
援
に
駆
け
つ
け
た
泰
経

と
遭
遇
し
江
古
田
原
沼
袋
（
現
中
野
区
）
で
合
戦
と

な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
豊
島
方
は
泰
明
や
赤
塚
氏
、

板
橋
氏
な
ど
一
族
を
は
じ
め
一
五
〇
人
も
の
死
者
を

だ
し
、
石
神
井
城
に
敗
走
し
た
。
一
四
日
に
は
、
道

港
は
愛
宕
山
（
現
早
大
高
等
学
院
）
に
到
達
し
、
石

神
井
城
の
攻
略
に
か
か
る
。
三
日
に
城
は
落
城
し
、

泰
経
は
小
机
城
（
現
横
浜
市
）
に
逃
れ
、
そ
の
後
消

息
を
絶
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
豊
島
氏
の
庶
流
と
思
わ
れ
る

人
が
練
馬
に
土
着
し
て
い
る
。
豊
島
氏
は
熊
野
神
社

を
崇
拝
し
た
が
、
近
世
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
天
文

三
年
（
一
五
三
四
）
に
も
「
ね
り
馬
の
郷
」
の
人
が

熊
野
神
社
と
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
豊
島
氏
に
と
っ

て
練
馬
区
は
か
か
わ
り
深
い
場
所
と
い
え
る
。

第
5
期練

馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員

平
成
八
年
二
月
一
日
に
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
推

進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
十
二
名
の
う
ち
十
一
名
の

方
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
林
勇
氏
が
都
合
に
よ
り

退
任
さ
れ
、
臆
川
葉
子
氏
が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
推
進
員
の
活
動
は
、
担
当
地
域
を
巡
回
し
て
文

化
財
の
現
況
を
把
握
し
た
り
、
文
化
財
保
護
に
関
す

る
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
↓
て
い
ま
す
。

石神井城跡の空堀

＜担当地域一覧＞敬称略
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回
物
や
野
菜
、
石
け
ん
な
ど
を
か
じ
り
、
ま
た
数
も
殖
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郷土資料室収蔵品シリーズ　第21
え
続
け
る
の
で
、
そ
の
駆
除
に
は
手
を
や
い
た
。

ね
ず
み
を
捕
ら
え
る
に
は
様
々
な
方
法
を
用
い
た

が
、
最
も
広
く
用
い
た
の
は
、
写
真
（
上
）
の
金
網

製
ね
ず
み
捕
り
器
で
あ
る
。
金
網
の
内
部
に
餌
を
仕

掛
け
て
お
き
、
そ
れ
に
触
れ
る
と
連
動
し
て
パ
タ
ン

と
口
が
し
ま
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
上
部
に
口

が
開
い
て
い
る
が
、
針
金
の
穴
が
先
細
り
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
内
側
か
ら
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
ず
、

捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
親
ね
ず
み
が
捕
ま
る
と
、

子
ね
ず
み
が
親
を
慕
っ
て
入
り
、
一
度
に
た
く
さ
ん

捕
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
捕
ま
っ
た
ね
ず
み
は
、
金
網

の
中
に
と
り
こ
に
な
っ
た
ま
ま
、
水
の
中
に
つ
け
ら

れ
、
溺
れ
て
死
ぬ
。

写
真
（
中
）
は
、
大
正
の
終
わ
り
頃
ま
で
用
い
た

自
家
製
の
ね
ず
み
捕
り
器
で
あ
る
。
箱
の
板
底
の
は

か
に
、
も
う
一
枚
厚
紙
で
造
っ
た
床
を
お
き
、
こ
れ

を
斜
め
に
紐
で
つ
る
し
て
床
の
上
に
餌
を
の
せ
る
。

ね
ず
み
が
穴
か
ら
入
る
と
床
に
重
さ
が
か
か
る
の
で

そ
れ
に
連
動
し
て
い
る
紐
の
と
め
が
は
ず
れ
、
上
蓋

が
落
ち
る
。
上
蓋
に
は
、
約
三
　
五
キ
ロ
の
右
が

の
っ
て
い
る
の
で
、
ね
ず
み
は
そ
の
重
み
を
受
け
て

つ
ぶ
さ
れ
て
死
ぬ
。
こ
の
方
法
は
、
ね
ず
み
を
一
び

き
ず
つ
捕
ま
え
る
も
の
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
一
度
に

捕
ま
え
ら
れ
な
い
が
、
面
白
い
ほ
ど
次
々
に
捕
ま
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
大
泉
に
住
む
古
老
は
、
こ
の
作

り
方
を
学
校
の
講
習
会
で
教
わ
っ
た
と
い
う
。

写
真
（
下
）
は
、
主
に
畑
で
用
い
た
パ
チ
ン
コ
式

の
ね
ず
み
捕
り
器
で
あ
る
。
さ
つ
ま
い
も
や
か
ぼ

ち
ゃ
の
畑
な
ど
に
仕
掛
け
、
野
ね
ず
み
を
と
っ
た
。

石
神
井
公
園
駅
周
辺
の
文
化
財

元
文
化
財
保
護
推
進
員
　
林
　
　
勇

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
、
ふ
る
さ
と
練
馬
に
は
、

歴
史
や
民
俗
・
自
然
な
ど
を
語
り
伝
え
る
数
多
く
の

文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
。

豊
島
氏
の
城
跡
、
歴
史
の
古
い
神
社
・
仏
閣
、
路

傍
に
静
か
に
立
っ
て
い
る
石
仏
、
日
常
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
道
・
川
・
用
水
な
ど
は
私

た
ち
の
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
文
化
遺
産
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
通
し
て
、
歴
史
的
・
民
俗

的
な
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
郷
土
の
文
化
遺

産
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
年
々
進
む
開
発
事
業
な
ど

に
よ
る
変
化
の
中
で
適
切
に
保
護
・
保
存
し
、
後
世

に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

練
馬
区
内
に
は
、
国
、
都
、
区
が
指
定
、
登
録
し

た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
文
化
財
保
護
推
進
員

が
定
期
的
に
巡
回
し
、
地
域
住
民
の
方
々
や
所
有
者

と
協
力
し
て
保
護
に
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
化

財
に
つ
い
て
、
今
回
は
私
が
担
当
し
て
い
た
地
域
で

あ
る
石
神
井
町
、
高
野
台
、
谷
原
周
辺
を
石
神
井
公

園
駅
か
ら
探
訪
し
て
み
る
。

駅
南
口
広
場
の
東
側
に
五
メ
ー
ト
ル
程
の
石
神
井

火
車
粘
止
碑
（
汽
車
の
駅
の
意
）
が
あ
る
。
大
正
四

年
（
一
九
一
三
）
武
蔵
野
鉄
道
（
現
西
武
池
袋
線
）

3
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が
敷
設
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
土
地
の
人
が
建
て
た

も
の
で
、
碑
文
に
は
漢
文
で
石
神
井
の
歴
史
や
三
宝

寺
周
辺
の
風
光
が
記
さ
れ
て
い
る
。
駅
南
口
か
ら
線

路
沿
い
に
西
の
方
へ
二
分
程
歩
く
と
、
富
士
街
道

（
旧
ふ
じ
大
山
道
）
　
の
踏
切
で
あ
る
。
踏
切
近
く
の

十
字
路
の
角
に
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
錆
が

あ
る
庚
申
塔
と
一
里
塚
改
築
記
念
碑
が
立
っ
て
い
る
。

そ
の
奥
に
は
一
里
塚
が
残
っ
て
い
る
。

ふ
じ
大
山
道
は
、
川
越
街
道
の
下
練
馬
宿
（
現
北

町
）
を
分
岐
点
と
し
て
い
た
。
春
日
町
の
一
里
塚
を

経
て
、
こ
こ
が
二
里
に
あ
た
る
。
一
里
塚
の
槙
を
田

柄
用
水
が
北
の
方
向
に
流
れ
て
い
た
。
一
里
塚
か
ら

街
道
を
西
の
方
へ
三
分
程
歩
く
と
、
街
道
筋
の
右
側

に
「
大
山
街
道
」
の
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
。

説
明
板
の
後
ろ
側
に
、
元
禄
二
年
（
一
六
九

八
）
　
の
合
掌
六
手
青
面
金
剛
庚
申
塔
と
寛
成
八
年

（
一
七
九
六
）
の
聖
観
音
が
並
ん
で
両
堂
内
に
あ
る
。

そ
し
て
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
造
立
の
高
い
台
座東高野山奥之院

上
に
立
つ
地
蔵
像
が
一
番
奥
に
、
街
道
に
向
か
い

立
っ
て
い
る
。
練
馬
区
内
で
は
一
番
背
の
高
い
地
蔵

さ
ん
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
富
士
山
や
大
山
で
の
お

遍
路
さ
ん
や
修
験
道
者
が
旅
の
安
全
を
祈
っ
て
手
を

合
わ
せ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

富
士
街
道
か
ら
十
五
分
程
歩
く
と
石
神
井
公
園

ボ
ー
ト
池
南
側
に
、
池
淵
遺
跡
が
あ
る
。
昭
和
三
一

年
（
一
九
五
六
）
か
ら
四
回
発
掘
調
査
さ
れ
、
先
土

器
時
代
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
中
世
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
、
石
器
や
土
器
、
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
出

土
し
、
区
立
池
淵
史
跡
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

バ
ス
通
り
に
出
て
石
神
井
公
園
駅
方
面
に
向
い
十

分
程
で
禅
定
院
に
達
す
る
。
山
門
前
に
延
命
地
蔵
と

六
地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。
境
内
に
は
安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
造
立
の
立
派
な
宝
簡
印
塔
や
鐘
楼
、
弘
法

大
師
像
、
応
永
三
年
（
一
三
七
〇
）
の
も
の
を
は
じ

め
と
す
る
板
碑
、
石
憧
六
面
六
地
蔵
、
織
部
燈
龍
が

あ
る
。
本
堂
の
一
部
を
開
放
し
て
、
現
在
の
石
神
井

小
学
校
の
前
身
で
あ
る
豊
島
学
校
が
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
　
に
設
立
さ
れ
た
。

禅
定
院
を
出
て
長
命
寺
に
向
う
途
中
に
笠
松
墓
地

が
ボ
ー
ト
池
発
着
場
近
く
の
裏
通
り
に
あ
る
。
墓
地

内
に
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
銘
が
あ
る
笠
付
青

面
金
剛
庚
申
塔
な
ど
五
基
の
石
塔
が
あ
る
。
裏
通
り

の
突
き
当
た
り
が
、
和
田
稲
荷
神
社
で
境
内
に
樫
の

老
木
が
あ
り
御
神
木
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
十
五
分
程
歩
く
と
長
命
寺
で
あ
る
。
都

指
定
文
化
財
の
東
高
野
山
奥
之
院
、
区
指
定
文
化
財

の
仁
王
門
、
区
登
録
文
化
財
の
区
最
古
の
梵
鐘
を
は

じ
め
、
境
内
に
は
立
派
な
十
三
仏
坐
像
な
ど
石
仏
、

石
塔
が
林
立
し
、
歴
史
的
に
貴
重
な
遺
産
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。

谷
原
交
差
点
近
く
の
旧
ふ
じ
大
山
道
の
路
傍
に
道

標
、
旧
道
と
新
道
の
分
岐
点
に
念
仏
話
中
の
地
蔵
菩

薩
像
が
祀
堂
の
中
に
立
っ
て
い
る
。
毎
年
一
〇
月
一

四
日
、
谷
原
念
仏
講
の
行
事
と
し
て
、
な
お
ら
い

（
祭
事
の
後
、
供
物
や
酒
を
分
け
て
食
べ
る
宴
会
）

を
行
っ
て
い
る
。

増
島
家
の
薬
医
門
は
谷
原
の
交
差
点
か
ら
五
分
く

ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
．
区
登
録
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
。
茅
葺
屋
根
の
立
派
な
門
で
、
建
築
は
明
治
初

期
と
い
わ
れ
る
。

谷
原
六
丁
目
の
練
馬
清
掃
工
場
の
近
く
に
三
軒
の

寺
が
隣
あ
わ
せ
て
い
る
。
敬
覚
寺
、
宝
林
寺
、
真
龍

寺
で
三
軒
と
も
宗
派
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
で
三
軒
と
も
全
焼
し
当
地
に
移
転
、
再

建
し
た
と
い
わ
れ
る
。
近
く
に
あ
る
バ
ス
停
は
三
軒

寺
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

石
神
井
神
社
は
三
軒
寺
か
ら
歩
い
て
二
十
分
く
ら

い
で
あ
る
。
祭
神
は
少
彦
名
尊
　
で
、
古
来
よ
り

「
石
神
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
石
神
井
の
地
名
の
起
こ
り

と
い
わ
れ
て
い
る
。
境
内
に
狛
犬
、
御
神
燈
な
ど
の

石
造
物
が
あ
る
。
石
神
井
公
園
駅
は
こ
こ
か
ら
歩
い

て
五
分
く
ら
い
で
あ
る
。
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